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薬理学者から市民への伝言






















































































































1 1 1 
10 3 30 
100 10 1,000 
1,000 22 22,000 
10,000 10 100,000 
100,000 3 300,000 
1,000,000 1 1,000,000 
合計 50 1,423,031 
平均 28,461円
人数 計
0 1 0 
1 3 3 
2 10 20 
3 22 66 
4 10 40 
5 3 15 






























































































































































































































































direct effect & indirect effect
c. 特異性 と選択性
specificity & selectivity


















Luellmann, Heinz et al:

































































































































































































































































































































無効量 有効量 中毒量 致死量
最小有効量 最小中毒量 最小致死量




















































































































































Autonomic Nervous System (ANS) 
"autonomia" ≒ " independence " in Greek








交感神経 Sympathetic nervous system




副交感神経 Parasympathetic nervous system





Enteric Nervous System (ENS)
自律神経系と体性神経系との比較模式図
(Two neurons) (Single neuron)

















































筋肉型 (NM) ニコチン（初期） ツボクラリン（クラーレ）
ムスカリン受容体
（ すべてGPCR)












































































































交感神経節後線維 a1、 a2、 受容体 GPCR
ドパミン作動性










• α1受容体 （Gq）→ IP3↑→細胞内Ca2+上昇











































CO = SV × HR






























• α受容体遮断薬：フェントラミン（ α 1、 α 2）、プラゾシ
ン （高血圧治療薬, α 1 ）、タムスロシン（前立腺




















































































































































































































































































































• 高血圧 hypertension Silent killer























































































































































狭心症 angina pectoris の分類 (p.133)
安定狭心症 Stable (typical) angina
器質性（労作性）
冠動脈攣縮型（異型） Vasospastic angina

































































• CCU＝Coronary care unit：冠疾患集中治療室
• PCI（Percutaneous Coronary Intervention）カテー
テルを用いた種々の血管内治療
• PTCA（Percutaneous Transluminal Coronary 
Angioplasty経皮経管冠動脈形成術）狭窄部位を
バルーンつきカテーテルで拡張する
• PTCR（Percutaneous Transluminal Coronary 
Revascularization経皮経管冠動脈血栓溶解療
法）冠動脈内血栓を溶解する






















































a/b = Ejection fraction （EF 駆出率 %）








































































平成 22 年 9 月 1１日(土) pm13:30～18:30 






















    誘発剤   
薬・毒 





















７）がん疼痛治療とモルヒネ依存 鈴木勉 in ＜市民公開講座：インターネ
































































男性 ２９名 女性２６名 計 ５５名 
最年少 １８歳  最高齢 ８５歳  平均年齢 ５５.８歳 
 
(2) 職業等 





      市政だより ７，ポスター ５，ガイド １，知人 ８， 
東北大学ＨＰ ６， 
   その他 ２０（河北新報７，片平での公開シンポジウム５， 




















































4) -SH, -COOH, -POO-基と酵素反応するZn2+
1977  カプトプリル

















アンケート実施日 H22 年 9 月 18 日(土)  提出者 19 名 
 
①本日の講義に関する評価 
A まとまりがあり、説明が明解である。(poor 0 名､ fair 6 名､ good 11 名) 
B 良く準備している。(poor 0 名､ fair 1 名､ good 16 名) 
C 授業内容が学生の水準に適している。(poor 4 名､ fair 8 名､ good 4 名) 












































か、頭に入らない。   
□心臓の血流量について。 
□続きの講座をお願い致します。これから勉強する手がかりとなりそうです。  


















社）p15 に、神経系の分類が図示されております。また、同書 p124 には、【Pick Up 腸神
経系】腸神経系と粘膜上皮の EC細胞の意義を図とともにとりあげています。 
 
